
別紙２

評価基準

①大学との連携
・大学の専門的な知見を活かした講座の内容があるか
・大学が監修することになっているか

・食塩の適正摂取について一般県民の興味を喚起する内容であるか

・受講者が自宅で実践できる減塩方法の紹介が含まれているか

①市民講座の開催 ・県内各地で4回開催するようになっているか

②参加者の募集方法
・参加者の募集方法は適当か
・参加者50名以上を確保するため手法が提案されているか

③任意の提案 ・その他、講座開催や参加者募集に関し有益な提案がなされているか

・実施に係るスケジュールは適切か
・円滑な事業実施が見込める十分な体制となっているか

・官公庁との契約実績や類似した事業の実績などを有しているか

・主要な項目の内訳を明示しているか
・項目ごとの見積額に照らして金額は妥当か

エ　類似業務実績

オ　経費見積書

大学と連携した「スマソル市民公開講座」運営業務に係る企画提案公募評価基準

評価項目

ア　市民講座のカリキュラム開発について

②カリキュラムの内容

イ　市民講座の開催、募集について

ウ　事業実施スケジュール等


